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花壇から寄せ植えまで冬の定番植物！
パンジー・ビオラ

今月の
テーマ

パンジー・ビオラは、ヨーロッパに自生する野生種から育種され、大輪のものをパンジー、
小輪のものをビオラと呼ぶことが多いですが、どちらもスミレ科スミレ属の花で、違いはほ
とんどありません。
秋から春まで長期間咲く品種が多く、冬のガーデニングにはなくてはならない存在で、10月
になるとポット苗が並ぶようになりますが、気温の高い時期から育てると徒長したり、蒸れ
たりするため、10月下旬から11月になってから購入して植え付けるのが良いでしょう。

水稲

柿

植え付けは、日当たりが良く、風通しの良い場所を選びます。冬季は寒風が当たるような場所に置くと、葉が紫に変
色してしまう場合もありますので避けましょう。水はけのよい土壌を好むので、硬い土の場合は、腐葉土や堆肥など
の有機物を十分にすき込んでおきます。11月頃に植え付けると長く楽しむことができます。

乾燥した環境を好むので、12月以降の低温が続く頃になると水やりはあまり要りません。庭植えの場合は、植え付
け後にたっぷりと与えたら、その後はほとんど必要ないでしょう。鉢植えの場合は、表土が良く乾いたら鉢底から水
が流れ出るくらいたっぷりと水やりします。過湿になると根腐れの原因になることがあるので注意しましょう。冬は気
温が上がり始めた午前中に行います（夕方は水が凍ってしまい根を傷つけて枯らす場合があります）。

栽培環境

１　柿の樹形の基本の形
　柿は自然の状態では高木になる性質があるので、毎年良質な果実を収
穫するためには仕立て方の工夫が必要になります。樹形は、日当たりと作
業性を考えると、図のような開心自然形が向いています。
　開心自然形は、主枝を３本とし、それぞれの主枝から２本ずつ亜主枝を
出し、骨格枝が９本ある形を理想とします。骨格枝に側枝がつき、そこから
果実がなる結果母枝を配置します。樹形は低めで横広がりの形になります
ので、摘蕾や摘果、収穫などの作業が楽に行うことができます。

２　整枝・せん定の目的とポイント
　整枝・せん定には形を整え、樹冠内の日当たりをよくし、作業を行いやす
くするほかに、次のような利点があります。
①枝を切ることで、新しい枝が発生し、木の若返りを図ることができる。
②主枝・亜主枝をまっすぐ伸ばし、養水分を流れやすくする（主枝先端を高
くする）。
③木材部を少なくすることで果実への栄養の分配を高め、品質のよい果実
が実る。

３　整枝・せん定に係る用語解説
「主　幹」：幹にあたる部分
「主　枝」：主幹から発生して、樹形の骨組みをつくる枝。１樹当たり１～３

本くらいで、主枝の形状により、主幹形、開心自然形などに区分
される。

「亜主枝」：主枝から発生した主枝に次ぐ枝で、副主枝とも呼ばれる。
「側　枝」：主枝や亜主枝から派生し、結果母枝をつける枝
「結果母枝」：翌年に結果枝（実がなる枝）を出す枝
「骨格枝」：樹形の骨格をつくる幹と枝。主幹、主枝、亜主枝の総称
「徒長枝」：春から伸びた枝で、主幹や主枝の屈曲部や水平な枝の上面部

から発生しやすい生育がおう盛な枝
「樹　冠」：樹木を構成している枝や葉が一団となり茂っている状態

　今年の気象の特徴は、平均気温は５月上旬が平年よりやや低かったもの
の、平年並みから高い傾向でした。日照時間は８月～９月上旬にかけ少な
く、降水量は前線や台風の影響により、７月から９月まで断続的に多くなり
ました。
　このようななか、西南濃の水稲作況指数（９月２５日現在）は１０１で平年
並みとなりました。

【生育状況】
　早生品種（コシヒカリ）は、６月下旬の高温・多日照により生育は旺盛とな
り、出穂期はやや早まりました。旺盛な草姿は、出穂後８月中旬以降の多
雨・日照不足により、登熟が進むとともに倒伏につながり、籾数は確保でき
ましたが、品質・収量の低下に繋がりました。
　中生品種（ほしじるし）は、７月上旬までの高温・多日照により生育が進ん
でいましたが、７月中旬に気温が平年並みとなり、生育は落ち着き、出穂期
は平年並みとなりました。旺盛な草姿は籾数を確保でき、登熟期の多雨・日
照不足により品質の低下に繋がったものの、多収の傾向となりました。
　晩生品種（ハツシモ）は、７月以降の降雨と８月以降の日照不足により生
育は徒長気味となり、出穂期はやや遅れました。以降も断続的な降雨と登
熟期前半の日照不足により、一部で品質の低下が見られましたが、収量は
確保できました。

【病害虫発生状況】
　岐阜県病害虫防除所から、７月２９日に斑点米カメムシ類、９月８日にトビ
イロウンカの発生予察注意報が発表されました。斑点米カメムシ類の発生

により、斑点米は見られましたが、トビイロウンカについては長期残効性の
箱施用剤の効果もあり、被害は見られませんでした。
　近年問題となっているジャンボタニシは、被害が少なかったものの、依然
として広い地域で発生が見られました。その他に、いもち病、ごま葉枯病お
よび晩生品種を中心に稲こうじ病の発生が見られました。

【来年の栽培に向けて】
　箱施用剤を上手に利用し、穂ばらみ期、穂揃い期の基本防除を徹底し
て、病害虫の被害を防止しましょう。また、ジャンボタニシは、厳冬期の浅耕
や移植直後の薬剤散布を徹底し、被害を最小限に抑えましょう。

水やり

たくさん育てたい人は種まきから育ててみましょう。その場合、8月の半ばに種まきをすれば、年内に花を楽しめ
るでしょう。発芽温度は20℃前後です。まだ暑さが厳しい時期なので、涼しい木陰で発芽させてから日向に移動
します。秋にまくと開花は翌春からになります。少し管理が難しいので、一般的には秋に出回る苗を購入して育て
ましょう。

種から
育てる

パンジーは花期が長いので、葉柄が伸びやすく倒伏することが良くあります。そのため、伸びてしまった葉は、
根元からひねるように摘み取ります。傷んだ葉も同様の方法で摘み取ります。
また、全体が伸びてしまった場合は、上部から1/3～1/2ほどを切ります。
花は咲かせたままにしておくと、実（種）をつけます。実をつけると栄養がそこに集中してしまうので、見た目が
悪くなるだけでなく、病気にもかかりやすくなります。花がしおれたら、花がら摘みを定期的に行います。花も葉
と同様に根元からひねるように摘み取ります。

花が
終わって
からの
管理

培養土にはあらかじめ緩効性化学肥料（IB化成S1号など）を、花壇の場合は100㌘/㎡、プランターの場合は3㌘
/Lを元肥として混ぜておきます。その後、冬の間に花が次々に咲いてくるような場合は、月に1回化成肥料
(N:P:K=8-8-8)をふりかけるか、液肥を1000倍に薄め、月に3～4回ほど水やり時に施肥します。

肥　料

葉がいつまでも乾かないと灰色かび病になることがありますので、水やりは午前中に行って、夜まで葉が濡れてい
ない状態にしましょう。暖かくなり苗が弱り気味になるとアブラムシがつくことがあります。花がらをこまめに摘み取
り、葉っぱが密集してきたら少し風通しを良くします。

病害虫

終わった花をこまめに摘んであげることで、たくさんの花が咲き、長い期間楽しむことができます。花がら摘み
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